真姿の池湧水流水量判定表
真姿のいずみ観察会「地域の目」　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　09年12月１日～31日（判定・計測：畑中）
	月　日
	時刻
	天候
	流水量
指数
	水深
5ﾐﾘ単位
	水深
1ミリ単位
	水温
	気温
	降水量
(ﾐﾘ)
	備　　考
第一堰流出箇所・第二堰・弁財天池・植物園湧水他
	石橋
(ﾐﾘ)
	リオン
ｃｍ

	12／1
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	３
	－
	雨
	－
	－
	－
	－
	－
	18.5
	－
	－
	－

	４
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	５
	－
	曇後雨
	－
	－
	－
	－
	－
	18.0
	－
	－
	－

	６
	－
	晴
	5－）
	－
	－
	－
	－
	
	写真判定　ａ　b　d　（e）　ｆ　　二堰7筋　
	－
	－

	７
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	８
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	９
	－
	曇
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１０
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１１
	－
	雨
	－
	－
	－
	－
	－
	31.0
	－
	－
	－

	１２
	－
	曇後晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１３
	11：00
	曇
	4＋
	110↓
	108
	17.3
	15.3
	
	ａ　b　d　ｆ　　二堰7筋　池低水位
	317
	150

	１４
	－
	曇
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１５
	－
	曇一時晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１６
	－
	曇
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１７
	－
	晴後曇
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１８
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	１９
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２０
	10：30
	晴
	4
	110↓
	108
	17.2
	15.8
	
	ａ　b　d　ｆ　　二堰7筋　池低水位
	323
	150

	２１
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２２
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２３
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２４
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２５
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２６
	－
	曇後晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２７
	11：00
	晴
	4－
	105↓
	104
	17.2
	10.9
	
	ａ　（b）（d）　ｆ　　二堰7筋　池低水位
	336
	140

	２８
	－
	曇一時晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	２９
	－
	曇後晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	３０
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	３１
	－
	晴
	－
	－
	－
	－
	－
	
	－
	－
	－

	
	
	
	
	
	
	
	
	67.5
	今年のこれまでの降雨量：1566.0ミリ（年平均降雨量：1476.5ミリ）


注1） 指数と水深は必ずしも連動していない。これは指数判定の基礎となっている流水箇所が塵や落葉等のため詰まっていたり、水汲み人が水を汲みやすくするため不要な隙間を石でふさぐ場合もあったりすることによる。また、水深も第２堰に落葉がつかえていたりして数値が高くなることがある。
注2） 水深は上述のような条件もあり、５ミリ単位にしたほうが傾向がわかりやすい。２捨３入、たとえば112ミリのときは110とし、113ミリは115としている。115ミリより高い低いは、矢印↑（115より高い）、↓（115より低い）で表現。
注3） 2008/10/18より、水深1ミリ単位の計測を開始。
注4） 第一堰流出箇所、細くなっている箇所は（カッコ）で囲む。
注5） 「石橋」の欄：植物園湧水（元町用水最上流部）・石橋のたもとの擬木の頭から水面の長さを計測。水位の相対的変化を記録。
注6） 「リオン」の欄：リオン湧水・一般道路下土管出口の川幅を計測。
注7） 08/12/7、洗濯場の堰の横木が破損して落下。堰の形状が変わったため上流側水位がかわり、それまでとの連続性は途切れた。

注8） 弁財天の池の水位の高低（導水量の増減）に着目。08年春の改修工事以来、高水位（大量導水）が保たれていたが、湧出量の減少にともない、導水量が頻繁に変えられるようになったため、堰からの流出や水深が降雨量と連動しない動きを見せる。
